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当院においてLynch症候群またはLynch症候群を疑う症例を含む

MSI-High癌・家族性大腸腺腫症・遺伝性乳癌卵巣癌の治療を受けら

れた方およびそのご家族の方へ

－「遺伝性腫瘍における遺伝子制御の解明のための

アーカイブ検体を用いた多施設共同後ろ向き研究」へご協力のお願い－

研究機関名およびその長の氏名：高知医療センター病院長小野憲昭

研究責任者：高知医療センター遺伝性腫瘍外来吉岡貴裕

1）研究の背景および目的

遺伝性腫瘍は生まれつき持っている遺伝子の変化が原因で発症する癌の総称です。遺伝性腫瘍の多くは

発癌の原因となる癌遺伝子や癌抑制遺伝子の生まれつきの変化が原因ですが、これに加えて環境的要因や

後天的な要因による遺伝子発現の変化も癌の発症に影響します。この研究の目的は， このような遺伝性腫

瘍における遺伝子変異と遺伝子発現制御の関連を解明することで、遺伝性腫瘍のより良い治療戦略を構築

することです。

2）研究対象者

この研究は、 1950年から研究機関の長の許可日までに参加施設で腫瘍の切除や生検（内視鏡的切除を含

む）をされた遺伝性腫瘍(Lynch症候群またはLynch症候群を疑う症例を含むMSI-High癌・家族性大腸腺

腫症・遺伝性乳癌卵巣癌）の患者さん300名、高知医療センターにおいては腫瘍の切除や生検をされた方

100名を研究対象とします。

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2038年12月31日

試料・情報の利用及び提供開始予定日 ：研究機関の長の許可日から1週間後

4）研究方法

各研究機関の病理部に保管されている手術時や生検時のパラフィンブロック（岡山大学病院バイオバン

ク組織を含める）を、共同研究機関から岡山大学病院の研究事務局に送付いただきます。私たちは、腫瘍

の性質を理解するために、 「設計図」である遺伝子の情報や、その使い方の変化（エピジェネテイクス） 、

それを元に実際に細胞がどのように働いているか(RNAやタンパク質、代謝物の解析）などを調べます。こ

れにより、腫瘍の早期発見や、個々の患者さんに合った治療法の開発につなげます。

5）使用する試料

この研究に使用する試料として、すでに当院に保存されている手術・生検時の残余組織を使わせて頂き

ます。氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報が

漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を払います。
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